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Internet Society（ISOC）は、インターネット関係者が個人としても加入できる学

協会である。1994年8月にはISOCの日本支部としてISOC-JPが結成された。具体的

な活動としては、日本インターネット協会（IAJ：企業が会員）やAPNGと共同し

て、次のようなことを行っている。

(1) 年に3回開かれるIETF（Internet Engineering Task Force）の会議に出席した人か

ら報告を聞き、インターネット関係の技術および標準化の動向について研究す

る。

(2) 年に何回か講演会を行う。

(3) 研究グループにより研究を行う。たとえば言語の国際化（Internationalization）

については、東京工大の太田昌孝氏を中心にした研究グループがある。

(4) 他のいろいろなグループと共同研究を行う。このISOC-JPへは、ISOCの会員

（年会費＝35米ドル）ならば誰でも参加できる。参加費は無料である。興味のあ

る方は、ishida@u-tokyo.ac.jpまでメールを寄せられたい。

(5) APNG（アジア・パシフィック・ネットワーキング・グループ）の活動を支援

する。

（石田晴久・日本インターネット協会会長）

ISOC-JP（インターネット学会日本支部）

図1　ISOC-JPのホームページ

http://spider.cc.u-tokyo.ac.jp/isoc/index.html
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